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６月９日から１１日の３日間、サンバレー富士見で行われた第１４回

建交労学校に参加してきました。

記念講演として全労連の小畑雅子議長による「ジェンダーの視点で

組合活動を進めよう」を拝聴し「ジェンダー」という言葉は知っていた

ものの、あまり理解はしていませんでした。「社会的、文化的につくら

れた性差」異性に対する思い込みだけではなく、無意識に強く思い

込んでいる。女性は世帯的に家計の補助的な仕事なので低賃金で

良いと考えられる、ジェンダーバイアスのかかった考え方による男女

の賃金格差。これを解消する為の全国一律最低賃金の確率、労働

時間の短縮など、これらは、私たち労働組合の要求と同じであり、ジェ

ンダー平等実現は、皆が人間らしく働ける職場の実現の為には欠かせないのだと教えて頂き大変勉強になりました。

続いて、白神優理子弁護士による講義「日本国憲法は希望」を拝聴し、戦争の悲惨さ愚かさ、二度と繰り返してはならな

い。その為の日本国憲法であるという事。その中で１番大切なのが憲法１３条「個の尊厳」生命、自由、幸福追求の権利と

いう事を恥ずかしながら初めて知りました。憲法９条、そして憲法２５条(健康で文化的に生きる権利)この２つが憲法１３条

を目的とした手段だという事を学び、改憲、軍拡を許してはいけない、この素晴らしい日本国憲法を守る行動をしなければ

と強く思いました。

２日目は分散会の班でのレクリエーションとしてオリエンテーリングを行い、全国の建交労の仲間と楽しく三島の街を散

策し交流を深める事が出来ました。

最終日は、角田中央執行委員長による「建交労の受け継いだもの 今とこれから」という講義を受け、建交労の基礎を作っ

て下さった先輩たちの苦労や色々なエピソードを聞きました。そして４つの指標の大切さ、１人１人が主人公の運営を学び

ました。

この３日間、全国の仲間と学び、討論し、親睦を深め、有意義な３日間となりました。

大陽液送分会大田貨物班 長谷川達三
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皆さんご存じの通り蒙古タンメン中本とは、辛いラーメンで知られる大人気ラーメンチェー

ン店です。話には聞いていましたが、なかなか食べに行く機会がありませんでした。先日自

宅近くのセブンイレブンにて、カップラーメンの【北極ラーメン】を見つけたので早速購入し、

試食してみました。噂通り『辛い』ラーメンでした。「辛い」「旨い」「からい」「うまい」がよく分

かる味でした。

後日、蒙古タンメン中本千葉店さんに足

を運び、北極ラーメンを食べてきました。店内にはむせているお客さん

や、放心状態のお客さんもいらっしゃいました。いざ実食。カップラーメ

ンより唐辛子の辛さが強く、ダシや味噌の味はよく分からないほど辛かっ

たです。勢いよくすすれず、でも旨味が強く、美味しかったです。激辛

好きにはたまらない、旨味と辛みを存分に楽しめる１品と言えるでしょう。

蒙古タンメン中本 【北極ラーメン】をぜひ１度お試しあれ。

関東マルエス分会 伊藤弘幸

７月３日浜寺公園から堺東駅までの約６kmの道のりを様々な各種団体が平

和を訴えながら行進しました。

当日の天気予報は最高気温３４℃、炎天下の過酷な状況を覚悟していまし

たが、若干の蒸し暑さはあったものの終始曇り空の程よい天候で、出発前の

集会では東京から広島を目指す通し行進者で被爆２世の村上さんが平和へ

の思いを訴えました。

日本共産党からも６名の議員団が参加され、１７０名の参加者と共に

行進をしました。

コロナ対策でシュプレヒコールはあげず宣伝カーの放送での対応とな

りましたが、平和への願いは大勢の方々に伝えることができたと思いま

す。

行進中も沢山の方に「頑張って」と声をかけられる場面もあり、こちらが

元気をもらうという有意義な１日になりました。

寿運送分会 岸本吉央

６月１３日火曜日、梅雨の中休みで晴れた日に大陽液送の下園さんと過積

載防止宣伝行動へ参加してきました。車両が古くエアコンの効きが悪い状況

の中、窓全開というアナログな手法で何とか乗り切り、夕方時間いっぱい迄宣

伝する事が出来ました。

主に梅田の繁華街から運送会社が集まる此花区辺りを過積載防止のテー

プを流しながら走りました。

今回の宣伝とは直接関係はありませんが、いわゆる２０２４年問題があらゆるメ

ディアで取り上げられているおかげなのか、２年前に同じ宣伝行動をした時よ

りもかなり聴取者の方に聞いて頂いてる感じがあり、世間の関心の高さが伺え

ました。

地味ではありますがこういった行動が人々に届き、過積載防止やトラックに

対するイメージアップに少しでも繋がればいいなと思います。

寿運送分会 本澤友樹


